
【別紙４】

 

種　類

自宅　 在校時　 自宅　 在校時

【レベル５】
特別警報

○市内一斉臨時休業
　【翌日又は当日】

【レベル４】
危険警報

○原則 市内一斉臨時休業
　【翌日又は当日】

【レベル３】
警　　報

〇状況によって措置を講じ、必要に応じて学校配信
メールでお知らせします。
〇登校については、次のいずれかを選択し、
　対応してください。
　①安全を確認し、自動車などで保護者が学校
　　まで送る。
　②登校を見合わせる。
　　(8:00までに「tetoru」で確実に連絡)
　　ア　休ませます。
　　イ　回復したら登校させます。

【レベル２】
注 意 報

自宅 在校時 自宅 在校時

○原則 市内一斉臨時休業【翌日】
■21時～8時の間に地震発生の場合
　市内一斉臨時休業

○児童引き渡し等について学校配信メール
  でお知らせします。
　(校舎内外の状況や通学路の安全確認等
    を踏まえて判断し、連絡します。)

　 　

自宅 在校時 自宅 在校時

○市内一斉臨時休業

　原則として以下のように対応します。
①ラピア屋上に一次避難
②状況改善後、市庁前広場へ避難
③現地で児童引き渡し

※津波到達時刻が早い場合等は、
　津波予想高さを踏まえ、校舎4階等
　に待機させることもあります。
　当日の対応については、学校配信
　メールで御確認ください。

〇状況によって措置を講じ、必要に応じて学校配信
メールでお知らせします。
〇登校については、次のいずれかを選択し、
　対応してください。
　①安全を確認し、自動車などで保護者が学校
　　まで送る。
　②登校を見合わせる。
　　(8:00までに「tetoru」で確実に連絡)
　　ア　休ませます。
　　イ　回復したら登校させます。

　原則として、江陽中への避難後、現地で
児童引き渡しとなります。
　
　　ただし、津波到達時刻や津波予想
　高さ等を勘案し、校舎内で待機させ
　る方が安全と判断される場合は、
　移動しないこともあります。
　　当日の対応については、学校配信
　メールで御確認ください。
 　※注意報の場合は、津波予想高さを
　　 踏まえ、校舎内で待機させます。

　 　

　

種類 大津波警報 津波警報・注意報

地　震

種類 震度４以下震度５弱以上

○通常
　※学区の状況や津波発生、避難所開設等によっては、学校で判断して
　　措置を講じます

津　波

種類 熱中症特別警戒アラート 熱中症警戒アラート

緊急時の連絡

○市内一斉臨時休業とする場合は、市教育委員会から「学校安全情報配信メール」で連絡があります。
○学校判断で臨時休業や自宅待機、保護者引渡し等の措置を講じる際は、学校安全情報配信メール又は、保護者連絡用アプリ
　「tetoru」を通じて連絡します。
○児童生徒の「安全確保」「不安」により、保護者の判断で登校を見合わせる場合は、欠席扱いとはいたしません。

・前日又は当日の朝に発表された場合

○通常
　※但し、暑さ指数（WBGT）を踏まえて、活動の有無を判断します

○週休日等は部活動を中止
　※部活動等の大会やコンクールは、主催者と確認の上、学校判断とし
　　ます

熱中症

・前日の１４時頃をめどに発表された場合

○翌日が平日の場合　　→市内一斉臨時休業
○翌日が週休日等の場合→教育活動や部活動等すべての活動を中止
　※部活動等の大会やコンクールは、主催者と確認の上、学校判断とします

３　緊急時の連絡体制・留意事項

河川氾濫・土砂災害・高潮
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注　　意　　報

警　　　　　報

○通常　　※状況によっては学校で判断して措置を講じます

○市内一斉臨時休業　【翌日又は当日】
※波浪特別警報のみは、市内一斉臨時休業とはなりません

特　別　警　報

〇状況によって措置を講じ、必要に応じて学校配信メールでお知らせします。
〇登校については、次のいずれかを選択し、対応してください。
　①安全を確認し、自動車などで保護者が学校まで送る。
　②登校を見合わせる。
　　(8:00までに「tetoru」で確実に連絡)
　　ア　休ませます。
　　イ　回復したら登校させます。

○児童引き渡し等について
　学校配信メールでお知ら
　せします。
　(校舎内外の状況や通学路
　の安全確認等を踏まえて
　判断し、連絡します。)

○児童引き渡し等について学校配信メールでお知らせします。
　(校舎内外の状況や通学路の安全確認等を踏まえて判断し、
    連絡します。)

〇状況によって措置を講じ、必要に応じて学校
配信メールでお知らせします。

〇登校については、次のいずれかを
　選択し、対応してください。
　①安全を確認し、自動車などで保護者
　　が学校まで送る。
　②登校を見合わせる。
　　(8:00までに「tetoru」で確実に連絡)
　　ア　休ませます。
　　イ　回復したら登校させます。

※土砂災害については、市のハザードマ
　ップにおいて警戒区域対象外となって
　おりますので、原則として対応は行い
　ません。

自然災害発生時及び防災気象情報発表時の対応について
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種　類 暴風・波浪・大雪・暴風雪

自宅　 在校時　

１　基本的な時間設定・共通理解

２　災害・気象情報別の対応基準

○通常　　※状況によって判断して措置を講じます ○通常　　※状況によっては学校で判断して措置を講じます

○児童引き渡し等について
　学校配信メールでお知ら
　せします。
　(校舎内外の状況や通学路
　の安全確認等を踏まえて
　判断し、連絡します。)

※土砂災害については、市のハザード
　マップにおいて警戒区域対象外と
　なっておりますので、原則として
　対応は行いません。

大　雨

◆共通理解１：「自宅」扱い １６：３０～翌８：００

※小・中学校・学年により下校時刻は異なるが、上記の時間帯を市内統一で「自宅」

扱いとします。

※児童生徒が１６：３０前に帰宅した場合でも、１６：３０までは「在校時」の扱いとします。

◆共通理解２ 「在 校 時」：８：００～１６：３０

※１６：３０以降も児童生徒が在校している（中学校部活動含む）時に災害が発生した場合は、

「在校時」の扱いとします。

◆共通理解３： 「原則」

※基本的には市内一斉臨時休業とします。ただし、災害等の状況を踏まえ、市教育委員

会の判断により臨時休業としない場合もあります。

◆共通理解４： 「学校判断」

※学校が、学区の地理的条件や気象情報、学校施設の被害状況や通学路の状況等を総合的に

勘案し、以下のとおり必要な措置を講じます。

「臨時休業」「自宅待機」「避難所へ移動」「校内待機」「授業打切り」「保護者引渡し」「集団下校」

「安全確認後の下校」 「通常どおり」等


